
魅力ある観光地づくりの財源検討に係る答申内容等

についての説明会

令和７年４月 25日（金）13：30～

ふれあいプラザなのはな館会議室１・２

会 次 第

１．開会

２．市長あいさつ

３．答申内容等の説明

（１）魅力ある観光地づくりの財源検討に係る答申内容

について

（２）指宿市内の公共交通の現状について

（３）質疑応答

４．閉会





令和７年３月２１日

指宿市長 打越 明司 様

指宿市魅力ある観光地づくりの財源検討委員会

会長 石塚 孔信

指宿市魅力ある観光地づくりの財源検討について（答申）

令和６年７月８日付指総企第１１３号により受けた指宿市の魅力ある観光地づ

くりの財源検討について，当検討委員会で審議した結果，下記のとおり答申する。

記

１ 魅力ある観光地づくりの財源の導入の是非について

選んでもらえる，再び訪れたくなる観光地「指宿」の実現に向けた施策に要

する費用に充てるための財源導入が必要である。

２ 魅力ある観光地づくりの財源の導入の方法について

新たな財源の導入にあたっては，宿泊税が適当である。

なお，宿泊税の導入にあたっては，当検討委員会で審議した指宿市宿泊税の

制度設計（別添）を尊重すること。

３ 魅力ある観光地づくりの財源の導入に係る課題について

宿泊税の導入に際しては，特別徴収義務者となる宿泊事業者及び納税者とな

る宿泊者の理解を得ることが重要であることから，宿泊税導入の目的，使途及

び制度の丁寧な説明について，真摯に取り組むこと。

㊢
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【答申理由】

観光産業は，宿泊業や旅行業，飲食業など裾野が広く，指宿市の発展を支える地

域経済にとって大変重要な産業である。観光産業の持続的な発展を図るためには，

観光振興施策を積極的に展開し，交流人口の拡大と地域経済の好循環を生み出す必

要があり，これまでの取組に加え，更なる施策を進めていくことが求められる。

一方，指宿市の財政状況については，令和５年度に策定した経営改善計画に基づ

き財政の健全化に向けて取り組んでいるところであるが，今後の財政状況の見通し

においては，少子高齢化や人口減少が進む社会構造の変化の中で，市税をはじめと

する財源の大幅な伸びは期待できず，更には社会保障費などの増加が見込まれる。

このような限られた財源の中で，指宿市が観光振興施策を展開していくためには，

財政運営において無駄を省く不断の見直しを実施することはもとより，安定的な財

源を新たに確保することが必要である。新たな財源の負担のあり方としては，市民

のみに負担を求めるのではなく，観光振興という行政サービスを享受している点に

着目して負担を求めるという観点が重要である。

具体的には，他自治体の先行事例や法律的な制約などを考慮したうえで，安定

的・継続的な確保，必要な財政需要の規模に応じて，財源確保のための制度設計が

可能となる宿泊税が適当であるとした。

なお，宿泊事業者からは，既存の入湯税徴収がある中で新たに宿泊税を徴収する

ことに対する宿泊者への説明を懸念する意見があったことから，これらの財源の目

的や使途等については，周知方法等を含め，市に十分な対応を求めるものである。
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指宿市内の公共交通の現状について

１．指宿市のバス・タクシーの概要と以前との比較

(1) 路線バス（鹿児島交通㈱）

※ 空港連絡バスは，令和６年４月までは山川桟橋発着

※ 定期観光バス（鹿児島-指宿-知覧）は，令和５年11月17日から運休中

(2) イッシーバス（市が鹿児島交通㈱に運行委託）

※ 令和７年２月から，週３日のうち１日はジャンボタクシーによる運行

(3) タクシー

【令和６年12月における、指宿市内のタクシー乗務員数と年齢構成】

※ 70歳以上の乗務員の割合：56.9％

項目 令和元年度 現在

運
行
便
数

鹿児島（金生町）-たまて箱温泉
平日７往復

土日祝６往復
全日５往復

なのはな館-東大川
平日６往復

土日祝３往復

平日５往復

土日祝３往復

エコキャンプ場-池田湖 全日８往復
平日３往復

土日祝２往復

いわさきホテル-武家屋敷入口 全日５往復 全日４往復

指宿駅前-開聞駅前

平日3.5往復

土日祝２往復

+片道２便
R4.10廃止

山川-開聞駅前 平日４往復 R7.2～休止中

いわさきホテル-鹿児島空港 全日８往復 全日４往復

バス乗務員数 20名 11名

令和元年度 現在

路線数 ４路線 ２路線

運行日 週３日
（月水金または火木土）

週３日
（月水金または火木土）

１日あたりの運行便数 ２往復 ３往復

令和元年度 令和５年度

事業者数 ７社 ４社

期末車両数 113台 80台

輸送回数 187,585回 128,767回

輸送人員 303,285人 209,064人

実働１日１車当たり営業収入 12,450円 15,718円

１回当たりの実車キロ 3.9km 4.1km

期末乗務員数（人） 74人 46人

年齢構成 ～29 30～39 40～49 50～59 60～64 65～69 70～74 75～ 計

人数 １人 １人 １人 ４人 ５人 10人 19人 10人 51人
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２．交通体系の見直し手法（例）

バス・タクシーの乗務員が少なくなり，運行便数が限られつつあるので，効率的かつ

持続可能な交通体系の整備が求められています。

交通アクセス改善のためには，市民生活のための「生活路線」の維持，市外から来る

観光客の移動手段としての「二次交通」を整備することを目的に，交通事業者と行政，

地域関係者などが一体となって，指宿市内の交通体系の見直しを検討しています。

(1) 既存交通モードの見直し（検討事例）

○ 路線バス，イッシーバスの便数など

〇 乗合タクシーの区域や登録制（市外の方も使えるようにできないか）

○ AIオンデマンド化（予約、配車の効率化など）

(2) 新たな交通モード・新技術の創設または導入（検討事例）

○ ツアーバス（募集型企画旅行）

○ 公共ライドシェア（交通空白地有償運送）

○ 日本版ライドシェア

○ グリーンスローモビリティ

○ 自動運転車両
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